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主論文 

Endothelin B receptor expression correlates with tumour angiogenesis and prognosis in 

oesophageal squamous cell carcinoma. 

 

食道扁平上皮癌におきてエンドセリン B受容体の高発現は腫瘍の血管新生と予後

に関与する 
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論文審査の要旨 

エンドセリン B 受容体は、エンドセリン-1 を主たるリガンドとし、血管内皮細胞におい

てパラクリン的に作用し、心血管・腎臓系への作用が知られている。本研究では、エン

ドセリン-1 発現の報告がある食道癌におけるエンドセリン B 受容体の役割について検

討を行っている。 

 107 例のヒト食道癌組織におけるエンドセリン B 受容体の発現は、57%に強発現し

ており、腫瘍径、組織分化度の低下、壁深達度、リンパ節転移、リンパ管侵襲、静脈侵

襲と相関していた。さらに、5 年生存率・無再発生存期間においてもエンドセリン B 受

容体強発現例は予後不良であり、多変量解析により独立予後因子と認められた。 

 一方、腫瘍内血管新生・リンパ管新生、ならびに、腫瘍内浸潤 T リンパ球数との関

連を検討したところ、腫瘍内新生血管数とは相関が認められたが、腫瘍内リンパ管数

や腫瘍内浸潤 T リンパ球数との相関は認められなかった。 

以上の結果から、エンドセリン B 受容体は、食道癌の血管新生を通じてその進展を

促進しており、新生内皮細胞、エンドセリン-1 とともに悪循環を形成し悪性形質を亢進

している可能性が示唆された。これらの知見は、エンドセリン B 受容体が食道癌治療

における新規分子標的として有用であることを示しており、食道癌治療において重要

な研究と見なされる。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに外科学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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